
 

 

１. 変更内容 

（１）オンライン業務の変更 

 （Ａ）ＣＨＪ業務の情報仕分け処理の変更 

    ＣＨＪ業務において、総重量とネット重量の双方が入力されている貨物情報を情報仕分けする場合、

情報仕分子のネット重量を「０」、ネット重量単位コードを「スペース」で登録する。 

 （Ｂ）ＳＨＳ業務の内取り処理の変更 

    ＳＨＳ業務において、総重量とネット重量の双方が入力されている貨物情報を内取りする場合、 

内取り元のネット重量を「０」、ネット重量単位コードを「スペース」で登録する。 

 （Ｃ）ＳＨＳ業務の改装処理の変更 

    ＳＨＳ業務において、総重量とネット重量の双方が入力されている貨物情報を改装する場合、 

改装後貨物のネット重量を「０」、ネット重量単位コードを「スペース」で登録する。 

  ※なお、上記（Ａ）～（Ｃ）において、子貨物を「貨物情報照会（ＩＣＧ）」業務で照会した場合、 

ネット重量、ネット重量単位コードにはスペースが出力される（ブランクで表示される）。 

 

２. 変更対象業務 

＜オンライン業務＞ 

・「貨物情報仕分け（ＣＨＪ）」業務 

・「貨物取扱登録（改装・仕分け）(ＳＨＳ)」業務 

 

３. 特記事項 

なし 

 

４. リリース予定日／サービス開始予定日 

平成３１年０３月１７日（日）保守時間帯 

要
件
事
項 

＜海上業務＞ 
「貨物情報仕分け（ＣＨＪ）」業務等におけるネット重量更新条件の仕様変更 

機
能
概
要 

＜変更前仕様＞ 

「貨物情報仕分け（ＣＨＪ）」業務の仕分け、「貨物取扱登録(改装・仕分)(ＳＨＳ)」業務の内取り、改装 

ではネット重量、ネット重量単位コードの入力項目がないため、親貨物のネット重量、ネット重量単位コー

ドを子貨物に引き継いでいる。子貨物の照会を行うと、ネット重量がグロス重量より大きく表示される。 

＜変更後仕様＞ 

ＣＨＪ業務の仕分け、ＳＨＳ業務の内取り及び改装において親貨物のネット重量、ネット重量単位コードを

子貨物に引き継がず、ネット重量を「０」、ネット重量単位コードを「スペース」で登録する。子貨物の照

会を行うと、ネット重量、ネット重量単位コードはブランクで表示される。 


